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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年２月期第１四半期の連結業績（平成30年３月１日～平成30年５月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年２月期第１四半期 3,331 △16.3 273 △20.7 263 △27.6 164 △34.5 

30年２月期第１四半期 3,983 △3.9 344 △28.0 364 △23.7 251 △18.1 
 
（注）包括利益 31年２月期第１四半期 185 百万円 （△35.4％）   30年２月期第１四半期 286 百万円 （△27.1％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年２月期第１四半期 9.80 － 

30年２月期第１四半期 15.01 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年２月期第１四半期 19,598 11,930 58.8 685.80 

30年２月期 19,612 11,806 58.2 679.66 
 
（参考）自己資本 31年２月期第１四半期 11,537 百万円   30年２月期 11,432 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
30年２月期 － 3.00 － 3.00 6.00 
31年２月期 －         
31年２月期（予想）   3.00 － 3.00 6.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年２月期の連結業績予想（平成30年３月１日～平成31年２月28日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 8,178 9.5 825 53.6 837 44.8 526 33.9 31.32 

通期 15,010 0.5 1,455 8.6 1,470 7.4 911 △3.5 54.16 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年２月期１Ｑ 16,827,120 株 30年２月期 16,827,120 株 

②  期末自己株式数 31年２月期１Ｑ 17,149 株 30年２月期 6,849 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年２月期１Ｑ 16,819,781 株 30年２月期１Ｑ 16,763,697 株 

 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて判断しており、その達成を当社と 

して約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性がありま 

す。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、人件費や原油価格の上昇に伴うコスト増加、並びに、米国政

権の保護主義色の強い通商政策等、先行きに不透明感はあるものの、企業収益が好調に推移するとともに、雇用や

所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いております。

 当社グループの業績に大きな影響を及ぼす不動産市況は、土地取引件数においては平成24年より増加に転じ、平

成26年を除き平成29年まで僅かながら増加し続けておりましたが、平成30年に入り前年を下回った状況となってお

ります。また、住宅市場においては、政府や地方公共団体が実施する補助金や減税制度の後押しがあるものの、契

約率が伸び悩む等、懸念材料を抱えた状況で推移いたしました。

 このような背景のもと、土壌汚染調査・処理事業を中心にリサイクル分野や環境分析分野への展開も積極的に進

める一方、外注費を含め広範囲にわたる原価低減を図ってまいりましたが、当第１四半期連結累計期間の業績は、

売上高3,331百万円（前年同期比16.3％減）、営業利益273百万円（同20.7％減）、経常利益263百万円（同27.6％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益164百万円（同34.5％減）となりました。

 

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（土壌汚染調査・処理事業）

 関連市場はやや盛り上がりを欠く状況で推移してまいりました。そのような中、地域間およびグループ間連携に

よる受注増や川上営業による新たな需要の開拓に注力しましたが、大型案件の端境期が続き、一部リサイクルセン

ターの稼働率が伸び悩んだ結果、売上高2,787百万円（前年同期比18.4％減）、営業利益341百万円（同23.3％減）

となりました。

（廃石膏ボードリサイクル事業）

 廃石膏ボードの荷動きが概ね堅調に推移したことに加え、土壌固化材の販売が昨年より引き続き堅調に推移した

結果、売上高395百万円（同11.6％増）、営業利益84百万円（同62.0％増）となりました。

（その他）

 主に、昨年度計上されていた一般廃棄物関連の受注がなくなりました結果、売上高200百万円（同24.4％減）、

営業利益17百万円（同52.8％減）となりました。

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は19,598百万円と前連結会計年度に比べ14百万円減少いたしました。これ

は主に現金及び預金が280百万円、受取手形及び売掛金が462百万円、その他流動資産が192百万円それぞれ減少

し、たな卸資産が153百万円、土地が261百万円、建設仮勘定が758百万円それぞれ増加したことによります。負債

は7,667百万円と前連結会計年度に比べ138百万円減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が164百万

円、未払法人税等が188百万円、長期借入金が159百万円それぞれ減少し、短期借入金が260百万円、その他流動負

債が177百万円それぞれ増加したことによります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  連結業績予想につきましては、平成30年４月５日付「平成30年２月期 決算短信」にて公表のとおりでありま

す。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,552,807 1,272,190 

受取手形及び売掛金 2,272,404 1,810,194 

たな卸資産 1,500,673 1,654,384 

その他 441,134 248,607 

貸倒引当金 △6,302 △4,855 

流動資産合計 5,760,718 4,980,521 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,106,958 3,040,534 

土地 7,632,296 7,894,104 

その他（純額） 2,294,458 2,950,811 

有形固定資産合計 13,033,713 13,885,450 

無形固定資産 8,061 8,229 

投資その他の資産    

その他 880,177 792,737 

貸倒引当金 △70,388 △68,888 

投資その他の資産合計 809,789 723,849 

固定資産合計 13,851,564 14,617,529 

資産合計 19,612,282 19,598,050 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,157,041 992,490 

短期借入金 50,000 310,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,139,792 1,139,792 

未払法人税等 284,768 96,255 

賞与引当金 55,471 7,386 

その他 1,030,119 1,207,153 

流動負債合計 3,717,193 3,753,076 

固定負債    

長期借入金 3,900,736 3,740,788 

退職給付に係る負債 89,327 93,104 

その他 98,454 80,350 

固定負債合計 4,088,517 3,914,243 

負債合計 7,805,710 7,667,320 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,287,468 2,287,468 

資本剰余金 2,082,981 2,082,981 

利益剰余金 6,925,143 7,039,565 

自己株式 △8,995 △19,951 

自己株式申込証拠金 － 9,300 

株主資本合計 11,286,597 11,399,364 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 150,269 141,892 

退職給付に係る調整累計額 △4,732 △3,549 

その他の包括利益累計額合計 145,536 138,342 

非支配株主持分 374,437 393,023 

純資産合計 11,806,571 11,930,730 

負債純資産合計 19,612,282 19,598,050 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年５月31日) 

売上高 3,983,995 3,331,671 

売上原価 3,301,242 2,708,387 

売上総利益 682,752 623,284 

販売費及び一般管理費 338,099 350,172 

営業利益 344,653 273,112 

営業外収益    

受取利息 11 8 

出資金運用益 16,165 1,834 

還付加算金 － 1,632 

その他 7,628 610 

営業外収益合計 23,805 4,085 

営業外費用    

支払利息 3,101 3,001 

保険解約損 － 10,157 

その他 459 183 

営業外費用合計 3,560 13,343 

経常利益 364,898 263,854 

税金等調整前四半期純利益 364,898 263,854 

法人税、住民税及び事業税 127,102 86,730 

法人税等調整額 △35,018 △15,093 

法人税等合計 92,083 71,637 

四半期純利益 272,815 192,216 

非支配株主に帰属する四半期純利益 21,025 27,334 

親会社株主に帰属する四半期純利益 251,789 164,882 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年５月31日) 

四半期純利益 272,815 192,216 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,344 △8,377 

退職給付に係る調整額 363 1,183 

その他の包括利益合計 13,707 △7,194 

四半期包括利益 286,522 185,022 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 265,496 157,688 

非支配株主に係る四半期包括利益 21,025 27,334 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

土壌汚染調 

査・処理事 

業 

廃石膏ボー 

ドリサイク 

ル事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,417,395 353,098 3,770,493 213,501 3,983,995 － 3,983,995 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 1,034 1,034 52,479 53,514 △53,514 － 

計 3,417,395 354,132 3,771,528 265,981 4,037,509 △53,514 3,983,995 

セグメント利益 445,292 51,912 497,205 38,187 535,392 △190,738 344,653 

 （注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサイクル事業、環

境分析事業、ＢＤＦ事業、ＰＣＢ事業等を含んでおります。

          ２.セグメント利益の調整額△190,738千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

          ３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年３月１日 至 平成30年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

土壌汚染調 

査・処理事 

業 

廃石膏ボー 

ドリサイク 

ル事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,787,012 393,468 3,180,481 151,190 3,331,671 － 3,331,671 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 1,937 1,937 49,750 51,687 △51,687 － 

計 2,787,012 395,405 3,182,418 200,941 3,383,359 △51,687 3,331,671 

セグメント利益 341,292 84,145 425,438 17,999 443,437 △170,325 273,112 

 （注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサイクル事業、環

境分析事業、ＢＤＦ事業、ＰＣＢ事業等を含んでおります。

          ２.セグメント利益の調整額△170,325千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

          ３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（重要な後発事象）

譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分

当社は、平成30年５月23日開催の取締役会において、取締役（監査等委員である取締役を除く。以下「対象

取締役」という。）に対する譲渡制限付株式報酬として、自己株式の処分を行うことについて決議し、以下の

とおり自己株式の処分を実施いたしました。

 

１．処分の目的及び理由 

当社は、平成29年４月６日開催の取締役会において、当社の対象取締役が当社の企業価値の持続的な向上を

図るインセンティブを与えるとともに、株主との一層の価値共有を図ることを目的として、当社の対象取締役

に対し、譲渡制限付株式報酬制度（以下「本制度」という。）を導入することを決議し、平成29年５月24日開

催の第21回定時株主総会において、本制度に基づき、当社の対象取締役に対して、年120百万円以内の金銭報酬

債権を支給することにつき、ご承認をいただいております。

 

２．自己株式の処分の概要 

処分期日 平成30年６月21日

処分する株式の種類及び数 当社普通株式 9,100株

処分価額 1株につき1,022円

処分価額の総額 9,300,200円

募集又は割当方法 特定譲渡制限付株式を割り当てる方法

出資の履行方法 金銭報酬債権の現物出資による

処分先及びその人数並びに

処分株式の数

当社取締役（監査等委員である取締役を除く）4名 

9,100株

その他

本自己株式処分については、処分価額の総額が10百万円以下

となりますので、金融商品取引法による有価証券通知書を提

出しておりません。
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